
スポーツのあるべき姿

中京大学　スポーツ科学部　三上肇



ドーピング

＝競技力向上のための不当薬物等の使用　

1886　自転車レースで薬物の過剰摂取で死亡

1960　ローマ五輪　自転車競技興奮剤使用で死亡

1968　グルノーブル　メキシコ　両五輪から検査開始　

1999　世界アンチ･ドーピング機構（WADA)
2001　日本アンチ･ドーピング機構（ JADA）　



ドーピング　日本の場合

2003　静岡国体からドーピング検査開始

　　　　薬剤師のためのアンチ･ドーピングガイドブック　　

　　　 （日本薬剤師会･各都道府県薬剤師会･日本体育協会

2016　国体までに陽性反応　1件（自転車競技）　

2016　アンチ・ドーピング体制の構築・強化について（報告書）

　　　◎ドーピング防止規則違反の低さはドイツと共に世界一

　　　 　日本の伝統的社会的価値観、学校教育等の成果



体罰

2012　大阪の高校男子バスケットボール部の事件

学校教育法11条
　「校長および教員は、教育上必要があると認めるときは、
　 文部科学大臣の定めるところにより、学生、生徒およ　

　 び児童に懲戒を加えることができる。ただし、体罰を

加えることはできない」



運動部顧問→生徒＝　パワハラ　セクハラ

上級生→下級生＝　いじめ

軍隊まがいのスポーツ指導

運動部のヒエラルキー

古い運動部の体質が残っている



運動部　最近の話題

教員の負担軽減←働き方改革

　↳休日無し（ブラック部活）

　公立中学校の教員　96％ 部活で悩み

　　 ・校務が忙しく思うように指導できない 55％
　　　・自身の心身疲労、休息不足 52％

　　　・校務と部活の両立に限界を感じる 48％

　　　　　　



運動部　対策

　運動部活動ガイドライン骨子　

　・休養日　休養日2日以上（平日1日以上　土日は1 日以上）

　

　・活動時間短縮　平日2時間　休日3時間　程度

　・地域との連携　外部指導者の活用（民間のクラブ ）　

　　　　　　　　　　　　総合型地域スポーツクラブとの連携　



ドーピング　体罰　運動部

３つの問題には共通の背景

＊勝利至上主義とどのように向き合うのか？

日本のスポーツの特徴

　　・精神性の重視→軍隊調の根性主義と体力重視へ

　　・遊戯性の欠如→あそびを認めたくない→自虐的訓練

　　　　



子どもたちのスポーツ指導

楽しく安全なスポーツ活動で成果を上げる

成果とは？

　①結果としての勝利や順位より技能の向上を優先

　　＝動きの「質」の向上　

　　　　できない→できる→うまくできる

　②自分で考えて行動できる→自律性・個性の発揮　

　③他人を思いやれる　他人と協力できる→協調性



楽しいスポーツ活動（練習）

楽しい練習

＝よろこびのある運動学習＝スポーツの原点

① 練習計画

　細かな練習段階の設定＝説明とチェックが不可欠

・易から難への縦のステップ　

　　 ・同レベルでの横へ広がり　幅広い運動経験　



幅広い運動経験の獲得

　非対称性の動きの練習

　　＝左半身と右半身が異なった経過、異なった働きをする

　　　　↳左右の選択可能な動き

　　◎反対側の練習

　　　　動き方を自覚できるきっかけ



②指導の実際

　　一般的指導：観察→欠点の指摘→指示　

　　　　↳観察→聞く→ヒントを与える→一緒に考える

　 　　　　　　　　 ・動きの目標像

　　　　　　　　　　・動き方　動きのコツ

　自ら考えるように仕向ける

　指導者との信頼関係が芽生える



　

③練習の管理

　　　練習ノートに記録を残す

　　　　　うまくいったこと　　うまくいかなかったこと　　　　　　　
　　

　　　　　　　　　　　　　　　⇓

　　　　　その原因　理由 （自己分析・自己把握）

　　　　　　　　　　　　　　　⇓

　　　　　 うまくいくために　やるべきこと　注意すべきこと

　

　　　時には指導者がチェック?



安全なスポーツ活動

安全対策

・環境整備

　　練習器具や道具の点検・管理　　練習場等の衛生管理　

・活動時における安全確保

　　◎系統性のある段階的な練習内容の設定

　　◎危険回避義務　注意義務




